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第25号

　
ダ
ム
の
上
流
は

栄
え
な
い
、
計
画

当
時
、
上
流
に
１

万
４
０
０
０
人
の

人
口
が
あ
る
ダ
ム
計
画
は
全
国
で
も

初
の
ケ
ー
ス
で
し
た
。
当
時
の
河
川

法
は
治
水
・
利
水
が
柱
で
、
ダ
ム
下

流
へ
の
恩
恵
は
あ
る
も
の
の
、
上
流

地
域
（
信
楽
町
）
に
は
メ
リ
ッ
ト
が

な
く
、
堆
砂
に
よ
る
河
床
が
上
昇
、

以
前
よ
り
水
害
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
る
、
特
に
上
流
域
の
下
水
道
整
備

が
整
わ
な
い
生
活
排
水
な
ど
に
よ
る

水
質
汚
染
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

当
初
は
ダ
ム
建
設
反
対
の
立
場
で
し

た
。
そ
の
後
河
川
法
に
環
境
政
策
が

加
わ
り
、
ダ
ム
湖
の
水
質
保
全
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
上

流
地
域
は
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
水
源
地
域
整
備
計
画
決

定
を
受
け
、
下
水
道
整
備
、
河
川
改

修
、
森
林
整
備
、
県
道
大
津
信
楽
線

の
整
備
な
ど
の
ダ
ム
建
設
に
よ
る
上

流
地
域
へ
の
補
償
と
し
て
事
業
が
進

み
、
ダ
ム
計
画
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
嘉
田
由
紀
子
前
知
事

は
、
平
成
二
〇
年
、
国
の
河
川
整
備

計
画
の
策
定
に
際
し
、
京
都
・
大
阪

府
知
事
・
三
重
知
事
と
と
も
に
「
施

策
の
優
先
順
位
が
低
い
」
と
し
て
白

紙
撤
回
を
国
に
求
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
に
よ
る
三
府
県
の
負
担
金
を
滋

賀
県
が
立
て
替
え
す
る
と
い
う
事
態

に
至
り
ま
し
た
。
　 

　
そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り

近
畿
地
方
整
備
局
は
、
淀
川
水
系
に

お
け
る
影
響
検
証
を
有
識
者
や
地
域

の
首
長
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
聞
き

取
り
を
経
て
専
門
家
に
よ
る
検
証
が

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
検

討
・
検
証
さ
れ
て
い
る
中
で
、
平
成

二
十
五
年
の
台
風
一
八
号
は
、
上
流

の
黄
瀬
・
信
楽
地
域
に
甚
大
被
害
を

及
ぼ
し
、
嘉
田
前
知
事
の
進
め
る
流

域
治
水
政
策
で
は
住
民
の
生
命
財
産

が
脅
か
さ
れ
る
と
の
懸
念
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
八

年
七
月
大
戸
川
ダ
ム
建
設
の
検
証
に

か
か
る
検
討
報
告
書
が
出
さ
れ
、
最

も
有
効
な
案
は
「
大
戸
川
ダ
ム
案
」

と
公
表
、
位
置
付
け
さ
れ
、
ダ
ム
の

必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
年
、
三
日
月
知
事
は
、
国
が
本

体
工
事
を
凍
結
し
て
い
る
大
戸
川
ダ

ム
に
つ
い
て
「
知
事
と
し
て
大
戸
川

ダ
ム
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本

体
工
事
の
早
期
整
備
を
望
む
」
と
述

べ
、
ダ
ム
の
治
水
上
の
必
要
性
を
認

め
、
国
に
建
設
の
推
進
を
求
め
る
意

向
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ダ
ム
計
画
に
翻
弄
さ
れ
た
数
十

年
、
地
域
合
意
を
無
視
し
た
上
に
、

上
流
地
域
へ
の
補
償
が
頓
挫
し
た
こ

と
は
、
甲
賀
市
に
と
っ
て
も
残
念
な

事
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
近
年
全
国

に
広
が
る
異
常
気
象
が
頻
繁
に
起
こ

り
、
地
域
の
安
心
安
全
を
第
一
義
に

考
え
る
た
め
に
も
、
大
戸
川
ダ
ム
事

業
促
進
・
早
期
着
工
を
求
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

以
上
意
見
書
は
賛
成
多
数
で
可
決
し

甲
賀
市
議
会
と
し
て
国
に
送
ら 

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

（
反
対
・
共
産
党
３
名
・
竹
若
議
員
） 

提
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反
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討
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議
員
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　９月議会、一般質問の質疑で鵜飼議員よ
りこの議案について意外な質問がされまし
た。丸克跡地について反対債権があるのか
ないのか。つまり市に対して滞納債権があ
るのかないのか？この質問に従って答弁す
れば、地方自治法及び地方税法に定める守
秘義務に抵触する恐れがあるため、理事者
（市の担当職員）は答えられないと答弁し
ているにも関わらず、議員の実績づくりの
ために再三にわたり答弁を強要。法に抵触
する答弁を市民の代表である一議員が、本
市の税務事務のトップの徴税吏員に求める
といった行為は前代未聞であります。 
　また、付託された産業建設常任委員会で
も、公平を期するために市が依頼した不動
産鑑定士による鑑定評価にも言及、何故、
山林が宅地評価されたのか？、その鑑定士
を選定したのか？鑑定士は市の依頼か？ま
た鑑定士の参考人招致、源泉徴収は？（後
日鑑定士からは反論書が提出される）そし
て、翌日の京都新聞には「山林を宅地査

定、170O万円上乗せ」などの記事が掲載
され、市民に対して疑義があるかのごとく
記述されたことは誠に遺憾であります。 
　この一連の鵜飼議員の発言に対し、議会
としての秩序、また甲賀市議会が目指して
いる市民に開かれた議会づくりとは、間
違った解釈です。議会閉会時の市長挨拶で
は、『職員に対する議員の行為は許し難い
行為であり再三議会に要請したにも関わら
ず、対応されなかったことは誠に残念で
あった』との発言もされています。 
　我々議員には、まず法律を遵守する事で
あり、その事が市民の未来永劫の幸せを実
現できるものであり、市民の揺るぎない信
頼が得られると考えます。まさに、今我々
の倫理観が問われています。 
　議会閉会後の10月4日、志誠会と公明党
議員団は審査会の設置を議長に求め、審査
会で審査されることになります。今後の展
開に注視していきたいと考えています。 
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　昨年度より県と市で進められてきた
窯業試験場の移転交渉が、ようやく契
約に至ることになりました。 
　今回取得する土地は私有財産であ
り、本市に対して地元業界団体から再
三再四求められてきました。市として
は公有財産を取得するにあたっては、
目的がない土地取得はしないとの方針
であり、どうすることもできない状況
でした。一方、市としても資産がある
限り公租公課も発生し普通交付税が実
質減少する中で対応に苦慮していたの
も事実です。 
　窯業技術試験場は研究施設、研修施
設、新製品開発や人材育成も含め、信
楽焼技術革新に大きく貢献してきた施
設であります。長年培われた技術、研
究の成果は計り知れなく大きく、窯業
振興において信楽にはなくてはならな

い施設です。また、交換用地の現試験
場用地は文教施設にあり、老朽化した
信楽にこにこ園・信楽小学校用地や通
称市道神輿道の改良にも最も有効な土
地であり、旧信楽町時代からの課題で
した。今回所有者はもとより、多くの
関係者の深いご理解により当該用地
を、窯業振興ならびに観光振興の目的
に利用できる可能性が開けたことに関
係各位に心より感謝申し上げます。議
案に対して、賛成討論小河・反対討論
小西議員。賛成多数で可決しました。
反対は共産党３名、鵜飼議員の４名
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ふみチャンネル
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甲南第二小学校校舎増築 校舎増築のための工事費および監理業務委託 1億2270万円

介護保険事業に繰入 閉園となった保育園の解体にかかる設計業務委託 4485万円

多羅尾保育園解体 解体工事にかかる、設計業務委託 230万円

信楽産業展示館維持管理補修 産業展示館の雨漏り修繕 1720万円

プレミアム付き商品券事業 消費税10％による、低所得者子育て世代支援策 3億8500万円

観光ロケーション事業 朝ドラ「スカーレット」の観光案内所休憩所設置 900万円
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来
た
る
十
月
二
十
七
日
、
杉
山
ほ
助

整
備
推
進
実
施
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
農
地
所
有
者
全
員
に
、
ほ
場
整
備

に
伴
う
整
備
同
意
と
各
種
法
に
係
る
手

続
き
の
完
了
、
報
告
さ
れ
る
予
定
で

す
。
一
部
地
権
者
と
の
交
渉
は
先
延
ば

し
に
な
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
い
よ
い

よ
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
杉
山
区
は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
で
個
別
で
の
持
続
的
な
営

農
が
困
難
な
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄
に
よ
る

悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
概
算

予
算
は
５
億
６
３
０
０
万
円
。
本
事
業

に
あ
た
り
、
大
谷
善
一
委
員

長
を
は
じ
め
歴
代
区
長
や
区

民
み
ん
な
の
熱
意
が
通
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
同
時
に
河
川
整
備
と

県
道
５
号
木
津
信
楽
線
の
拡

幅
工
事
が
行
わ
れ
、
区
の
半

世
紀
に
わ
た
る
要
望
が
、
同

時
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
り

期
待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
国
道
３
０
７
号
信
楽
イ
ン
タ
ー
付

近
か
ら
、
内
裏
野
に
通
じ
る
市
道
路

線
の
一
部
舗
装
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
雨
が
降
る
た
び
に
、
道
路
が
陥

没
し
危
険
な
状
態
が
続
き
、
地
域
の

方
か
ら
の
要
望
事
項
で
し
た
。 

　
定
例
会
で
は
、
市
道
整
備
の
不
備

な
ど
の
原
因
で
専
決
処
分
と

し
て
自
家
用
車
等
々
の
補
償

な
ど
の
費
用
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
市
道
路
線

は
、
境
界
確
定
な
ど
で
、
全

線
改
良
と
ま
で
は
い
か
ず
５

０
％
の
改
良
実
績
で
す
。
１

日
も
早
い
全
線
改
良
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

あの要望どうなったの・・・・・？_pqr;stu

vwxyz{|}|}-.

~��*��[�

　
上
朝
宮
上
流
か
ら
下
朝
宮

ま
で
の
河
川
浚
渫
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。 

　
要
望
区
域
に
は
朝
宮
保
育

園
も
あ
り
、
子
供
達
の
安
心

安
全
の
た
め
に
も
浚
渫
工
事

を
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
市
の
担
当
課
か
ら
、
県

土
木
へ
の
要
請
を
行
い
実
現

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

　
浚
渫
に
は
土
砂
の
処
分
地
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
山
本
区
長
さ
ん
か
ら

は
、
処
分
地
の
交
渉
も
し
て
い
た
だ

き
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
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審査 平成30年度一般会計決算審査 歳入429億1606万円歳出・413億9137万円・賛成多数で可決

審査 特別会計・企業会計 国保・介護・上下水道・病院・診療所他・賛成多数で可決

契約 財産取得につき議決すべき事項 陶芸の森前の陶業振興地域の財産取得について

条例 字の区域名称変更について 貴生川西内貴土地区画整理による区域の名称を変更

条例 甲賀市消防団条例一部改正 上位法令による改正

意見書 議会の総意として国に意見書を提出
大戸川ダム他・通学路の安全対策を始め４件議決　 
植民地支配を真摯に反省日韓関係の解決など３件否決

��?N��`pa��>bKcdefD
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信楽分団が県大会優勝・・消防ポンプ操法
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讽8035!!蚦㮬弨礣䔧劮酚烽吠櫍砆粚鵒!
讽8036蒂雼襠従須塙伃諺!
讽8036!!縞伃鰷㩚諺!
讽8036!!㩚諺啣﹉諺ꆲ雼襠讽匌岪ꆳ!
讽8037!!蜟牤辪橢磃諺!
讽803:讽41!!抂㦇諺譓儂!
讽904蒂!䪘寉╢㨅驌諺!
讽905!!!覗酚烽吠櫍砆酄朾諺粚鵒!
讽902:蒂雼襠従須塙伃諺!
讽9033蒂鶔盃緇醶ꆾ㽦桚歔㿖怐燙諺!
讽9033蒂厴犂寠嫃灹髆漒麩灹鷁㡻孹!
讽9036!!蚦㮬弨暯瞴髊敽䗿蹐!
讽9036蒂怤啣塙伃諺鼮髊確憲杜橢磃!
讽9037蒂縞伃鰷㩚諺!
讽9037蒂蚦㮬汬䠣闄╲譓儂蒂!
讽9038蒂㩚諺㼹傃塙伃諺!
讽9039蒂抂㦇諺:溮㩚諺鸛慡諺!
讽9041蒂竅鷧㯖俖楢禰!
讽9041蒂弨䑫䙘㦮!
讽:03～2104蒂:溮嬍債諺諺滝!
讽:03!蒂㩚諺㼹傃塙伃諺!
讽:08!蒂蚢憲讎昗㦮諺!
讽:09!蒂圞駦屒寠讽讎盃㼹癩諺!

讽:09蒂!澀䂽讎毀髆諺!
讽:09蒂!鷲沰讎毀髆諺!
讽:09蒂!㡤讎毀髆諺!
讽:021!!滻諺㩚第㩚炶㯖蝑蒂!
讽:021!!怤啣臮鈄塙伃諺!
讽:022-23-24-27蒂竅鷧㯖俖蒂!
讽:023蒂㩚諺㼹傃塙伃諺!
讽:023!!锳轊鰷諺厴犂歔㿖轊襠譓儂!!
讽:025蒂蚢憲讎毀髆諺!
讽:026蒂圶沨宼籲㥉!
讽:026!!滛嬥鶔矕桾鶸諺毀髆諺!

讽:026蒂䑫䂽讎毀髆諺!
讽:027蒂蛢讎毀髆諺!
讽:027蒂瀓薑毀髆諺!
讽:027蒂圞駦屒毀髆諺!
讽:02:蒂雼襠従須塙伃諺!
讽:031蒂蚑牤愄㤒塙伃諺嚀魮!
讽:025蒂蚢憲讎毀髆諺!
讽:026蒂圶沨宼籲㥉!
讽:032蒂厴犂怢鷁锭鈄堕諺!
讽:032!!锳轊鰷諺轊QS而废烽肪!
讽:033蒂厴犂寠嫃灹㼹癩諺!
讽:033蒂寠薑寠嫃灹㼹癩諺!
讽:034蒂漦岪讎毀髆諺!
讽:035～38蒂談鉨睴鉨従須塙伃諺!

讽:038蒂縞伃鰷㩚諺!
讽:039蒂厴犂度栋度栋勶㼹癩諺!
讽:039蒂厴犂㳠毀髆諺!
讽:039蒂怤啣塙伃諺垾挰杜橢磃諺!
讽:03:蒂滛嬥寠嫃灹讎盃㼹癩諺!
讽:03:蒂睋蚢讎毀髆諺!
讽:03:蒂寠廥讎毀髆諺!
讽:03:蒂圸忼綫乁端袻䝑蹐!
讽:03:蒂厴犂弨盃繁烽返奉䑿曐愩!

讽:03:蒂愤饭肥烽乏釕㶸禰袻愩!
讽2102!!盃蚉綾鄩塙伃諺㨅箚諺!
讽2103!!怤啣臮鈄塙伃諺!!
讽2104蒂㩚炶椣睴讽擓㡰溕!
蒂蒂蒂蒂蒂蒂蒂蒂蒂㩚諺闁壇!

【８月４日】滋賀県消防学校におい

て、消火活動の技術を競う「第五十

四回滋賀県消防操法訓練大会」が開

かれた。県内からポンプ車操法の部

11チーム99名、小型ポンプ操法の

部 15チームの消防団員が参加し、

ポンプ自動車の部で甲賀市消防団信

楽方面隊信楽分団（長野消防団）が見事優勝を果たした。

操法･タイムも高得点、5ヶ月間の練習の成果が見事に結

実した事になる。４名の選手に２名の補助員、計６名の

チームワークの勝利である。この間、信楽消防署のあたた

かいご指導や団員の結束と協力、OBおよび地域の方々の

支援があった。何よりも体調管理に陰ながら応援し続けて

きた家族の協力を決して忘れてはならない。 

　一生忘れる事のできない熱い夏の想い

で。この経験を消防活動を通じて、市民

の安全安心に生かして頂きたい。おめで

とうございます。 

　小型ポンプ操法の部においても、水口

方面隊が準優勝に輝きました。 

（参集者・約2,000名の大会）


